































































































































































































































第一次 第二次 第三次 ＊第三次（参考）ｼ目　　　　実質
昭30 23．1 28．6 48．3
35 14．9 36．3 48．8
40 11．2 35．8 53．0
45 6．1 41．8 52．1 44．6　　　　53．5
50 5．5 37．3 57．2 56．2　　　　56．2















































































名　　目 実　　質 実　　質 実　　質
全　産　業 10．4（100．0＞ 5．4（100。O） 5，3（100．0） 4．1（100．0）
製　造　業 9．3（35．9一・30．4） 6．7（29．8→37．0＞ 6．7（31．5→36．8） 2，6（36．1→31．2）





























































昭51 昭52 昭53 昭54 昭55 昭56
財 105 109 112 115 122 126








































































































































































































































昭45 20587　　， 24572　　1 0．84
46 21，785 25，734 0．85
47 24272　　， 29192　　， 0．83
48 30，695 37936　　， 0．80
49 35，807 44，794 0．79
50 34517　　， 42345　　， 0．81
51 40，225 48934　　， 0．82
52 43，293 52，460 0．82
53 47591　　， 57，162 0．83
54 51β87 64，796 0．79










































昭43 0．76 2．74 1．65
44 0．83 2．60 1．65全対象業種
R76社（昭43，44）
R71社（昭51，52）
昭51 0．36 2．03 2．03
52 0．39 2．14 2．12
昭43 1．21 4．63 1．42




昭51 0．55 3．70 1．41

























昭35 4．9 2．3 10．4 10．5 3．3 ＊6．5 32．6 29．4
40 5．5 2．9 13．1 1L7 4．3 7．2 24．5 30．8
全産業 45 6．6 3．9 14．0 12．0 4．5 7．7 19．2 32．1
50 7．6 4．3 16．7 13．3 4．5 8．4 13．8 31．4
55 8．6 4．7 16．5 14．6 4．3． 8．3 10．8 32．1
昭35 1．8 4．0 10．9 3．1 1．6 ＊1．1 0．4 77．1
40 1．9 4．1 12．4 2．8 1．8 1．4 0．2 75．4
製造業 45 3．0 5．0 13．6 2．9 1．7 1ユ 0．1 74．2
50 2．5 5．3 13．6 4．1 1．6 1．1 0．1 71．7








昭35 32．6 29．4 37．9
全産業 55 10．8 32．0 57．0
昭35一 0．4 77．1 22．9
製造業 55 0．1 72．5 27．4
表皿一5　就業構造の構成比 （o／e）
第一次産業 第二次産業 第三次産業
昭30 41．1 23．4 35．5
35 30．2 28．0 41．8
40 23．5 31．9 44．6
45 17．4 35．2 47．3
50 12．7 35．2 51．9
55 10．4 34．8 54．6
（出所）　「国勢調査」昭和30年版および「労働力調査」昭和35－55年．
トが大巾に増加しているのがわかる。この傾向は製造業で明確に表われてい
ると同時に，第一次，第三次も含む全産業でもはっきり表われていることか
らみても，就業者の職業構造に目にみえる変化があらわれてきている。とく
　　　　　　のに，第三次的職業の構成比が昭和55年で57．0％となっており，当該年度の第
　　　三次産業の就業者構成比が，表三一5からみて，54．6％であるから，この差
2．4％は，サービス経済化がとくに内部化を通して，第三次のみならず第一次，
第二次でも着実に進展していることを物語っている。この確認を強める証拠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，昭和35年の当該ウェイト対比における，第三次産業のウェイトの方の優
位である。昭和35年では，当該産業ウェイト41．8％に比較して，職業ウェイ
トは37．9％であるから，20年後の昭55年においては，そのウェイトが正に逆
転していることを知るのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（続）
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